
款 7 項 5 目 1 事業 6

係名

11 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 回

③ ％

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 1.30 0.30 1.20 0.30 1.30 0.30 1.00 0.00 1.10 0.00 1.20 0.50

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0

15,20814,963

15000

65

1111

65

実績

15000

65

杉並区青少年委員に関する規則

90.9

69.2

11

定例会及び研修会開催回数

定例会及び研修会への出席率

（定例会及び研修会出席延べ人数÷開催回
数）÷委員数×１００

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

45

子ども地域活動促進事業への参加率

特記事項

1,540

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

1648

5,418

延べ参加者÷区内児童生徒数（4月1日現在）
×100

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

青少年の団体活動や地域での体験活動の支援を行う青少
年委員を委嘱し、家庭・地域・学校の連携を深め、地域の教
育力を高める。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

地域教育連絡協議会共催分担金支給要綱

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

子ども地域活動促進事業延べ参加者数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○各中学校区ごとに組織された地域教育連絡協議会にお
いて、地域教育懇談事業及び子ども地域活動促進事業実
施の推進役として活動する。
○青少年委員が、必要な知識を習得し情報の共有化を深め
るため、定例会と研修会を開催する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

10,704

0

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

12130 150009499

22年度

実績 計画

8,900

算定式・指標
の説明等

23年度

6,063

0

9,790

42

24年度
計画

18,283

（内）委託費

17,730

1,914

8990

885885

0

成果指標（2）

00

1,396 1,219

90

42

0

0

10,680

40

40

0

事業費 6,032

職員数 (常勤｜非常勤)

6,141

41 50

0

48

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

家庭・地域教
育担当

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局学校支援課担当部課名

青少年委員活動 529

543

89.4

87 100

実績

10

10891

23年度予算執行率％

96.7

72.6

83

区分

10指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

51

10

6,0635,696

11,596

0.0 0.0

0 0

0.0

0

0

0.0

14,963

18,177

0

0

1,182

0

0

0

15,208

0

0

0

00

受益者負担比率⑬÷⑪

1,518単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

0

0.0

組織改正により、平成２４年度
から「青少年委員活動」事業が
旧社会教育スポーツ課から学
校支援課へ事業移管となっ
た。

0.0

0

0

0

998

その他の
補助金等

0

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

18,413

都からの
補助金等

0

（内）常勤職員
分(超勤分含)

838

財
源

11,543

18,413

0 0

18,28318,17717,730

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）投資的経費等

受益者負担分

0

0

（内）非常勤
職員分

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

人

校区

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

第７期東京都生涯学習審議会第二次答申（平成20年12月）では、社会全体で教育力を向上させるため、「地域教育」という視
点が欠かせないとされました。定例会、研修会では、社会や区の現代的な教育問題を積極的に取り入れた運営を行います。
また、教育ビジョン２０１２の取組みの方向「家庭・地域・学校のつながりを重視した、共に支える教育を進めます」、にあわせ組
織改正が行われたなかで、青少年委員の位置づけを地域によりわかりやすく提示していきます。

地域教育連絡協議会開催のための分担金

地域教育連絡協議会の事務局運営や他団体への委員派遣など、地域の核となり青少年の健全育成
に大きな役割を担っています。一方、地域の教育力が問われる中、引き続き職務の重要性についての
認識を持ってその役割を担ってもらうことが必要であり、定例会や研修会の充実が求められています。

青少年育成委員会や児童館事業に加えて、学校支援本部への関与なども増えてきて、かかわることの
負担感や、それぞれの場面での青少年委員の位置づけや役割が不明確との意見があります。
一方、担当青少年委員未定の小学校区では、児童館などから委員の協力が必要との声が寄せられる
など、地域においては青少年委員が不可欠な存在となっています。

3,866

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

事
業
環
境
の
変
化

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

委員報酬

整理番号

1,176

376

（2）事業実績

昭和28年度に都の制度として発足しました。
当初は、勤労青少年の余暇活動支援などが中心でしたが、昭和58年、地域教育懇談会が開始されて
以降は、小中学生の学校外教育を活動の中心としながら、家庭・地域・学校をつなぐパイプ役という位
置づけとなっています。平成18年の教育基本法改正では、「学校、家庭及び地域住民等の相互の連
携協力」の条文が追加され、その役割への期待が高まっています。

事業費（千円）規模

40

21

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

学校の統廃合にあわせて、委員の担当学校区や定数の見直しが必要となります。
教育ビジョン２０１２では、家庭・地域・学校の「かかわり」と「つながり」を重視した教育をさらに進めてい
くため、地域教育推進協議会のモデル設置等を含め、地域の要となる青少年委員への期待と役割は、
ますます大きくなります。

運営事務費（通信費、消耗品など）

529

定例会７回、研修会３回の開催、「青少年委員だより」や「実践集録」の発行、委員の自主組織である青
少年委員協議会への助言等により、家庭・地域・学校をつなぐ役割を果たせるよう委員活動の支援をし
ています。
地域教育連絡協議会は、各中学校区単位の懇談事業を43回開催し、延1,599名の参加がありました。
子ども地域活動促進事業は、各中学校区内の実行委員会と共催し、延10,891人の参加がありました。

0

（1）主な取組み

評価と課題

その他（

事業開始当初から
現在までの変化

内　　　容

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 1 事業 7

係名

44 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 人

③ ％

④ 人

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 2.30 0.80 2.00 0.80 2.30 0.80 1.80 1.10 2.00 1.10 1.60 1.10

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

2,360

6,7384,976

3,388

25,869

8,241

0

17,800

1,707

計画

82.91,400

70.0

300

22年度

実績

社会教育法第３条、第５条

92.7

83.6

300

しゃべり場延参加者数

しゃべり場１回あたりの参加者数

しゃべり場延参加者数÷実施回数

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

58.5

済美日曜教室参加率

特記事項

3,388

0

4,728

済美日曜教室延参加者数÷済美日曜教室延
登録者数

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

成果指標名（2)

70.2

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

4712

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

障害のある方や日本語の習得が必要な外国人等が、自立し
て社会参加できるようにする。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

杉並区済美日曜教室実施要綱、にほんご教室実施
要綱

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

①義務教育終了後の知的障害者②区内在住、在勤、在学
の外国人③こころの問題等をかかえた青年

済美日曜教室延参加者数

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○済美日曜教室
　通常講座、近郊へ出かける遠足等の課外講座を実施
○にほんご教室
　区内団体の協力で、年3期、各期レベル別に5コース設定
し実施
○青年期の社会適応力の向上
　「すぎなみしゃべり場」（フリースペース）の開催や講座を開
催

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

300

70.0

209

891 900808

7

60.0 70.0

5 7

63.0

実績

23年度

0

25,916

40685

34,740 28,743

2,360

0

17,840 20,516

0

507

0

202

16,020

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

社会教育セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

社会参加支援 530

544

6 10

実績

278

746

23年度予算執行率％

84.4

900

24年度
計画

区分

346指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 8

事業費 5,560

職員数 (常勤｜非常勤)

207

7,981

358

0（内）投資的経費等

（内）委託費

1.6

406

00

25,831

0 0

0.31.32.1 2.11.3

587

25,600

375 369

0

0

0

546375

3,388

34,470

587

0

27,852 26,146

20,129

546

0

0

28,181

受益者負担比率⑬÷⑪

31,668単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

○予算執行残の理由は、①東
日本大震災による済美日曜教
室春の遠足・夏の宿泊中止に
よる残　②ボランティア減少に
よる謝礼金の残等です。14,240

502

0

0

29,051

0

369

0

都からの
補助金等

0

財
源

27,841

0その他の
補助金等

（内）常勤職員
分(超勤分含)

2,234

0

受益者負担分

20,422
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

28,216

国からの
補助金等

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

85
差引：一般
財源⑪-⑰

25,46327,48327,594

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

人

回

人

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

○済美日曜教室は、参加者のニーズに合わせてプログラムの細分化等を行なっていきます。また、講座の安定的な運営のた
めに「ボランティア養成講座」等を行ない、新たなボランティアを育成していきます。
○ひきこもり支援は、より専門的な支援を行なっていくために、公募型プロポーザル方式による事業の運営委託を行います。

にほんご教室

済美日曜教室は、法改正等で障害者本人の個別支援計画の作成が求められる中で、休日の「豊かな
人間形成の取組」（要綱第１条）への期待に応えて事業の充実を図ってきました。しかし一方で、経験
のあるボランティアが減少し、事業存続の危機的状況を招きつつあります。事業を担えるボランティア体
制確立のため、抜本的対策を講じる必要があります。
ひきこもり支援は、参加者が抱える複雑・繊細な課題に対応し、より専門的な支援を行なえる体制の構
築が求められています。

○済美日曜教室に対する期待は、参加者アンケートでは「特に必要」が90%と高くなっています。また、
休日も家族と過ごす割合が高く、日曜日に家族外の人と交流のできる事業への期待は大きなものと
なっています。
○しゃべり場参加者へのアンケートでは、フリースペースに全員が大きな期待を寄せています。

57

済美日曜教室は、現在のボランティアの高齢化等により、ボランティアの漸減が続くと予測されます。に
ほんご教室は、世界的不況の中の円高等と国際化の中で、外国人の増加が予測され、参加者は増加
します。ひきこもり問題は、不況による若者の就職難等の中で、緩やかな増加が予測されます。

青年期の社会適応力の向上（しゃべり場、親向け講座、意見交換会等）

2,469

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

1,000

530

85

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

1,259

（2）事業実績

障害者の通所系サービス利用者数　　　950人（平成18年10月)→1,423人（平成23年３月）
グループホーム等利用者数　　　129人（平成18年10月)→191人（平成23年３月）
全国のひきこもり人口　　　70万人（内閣府推定　平成23年）

278

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

済美日曜教室（通常講座１１回、野外活動３回）

①済美日曜教室では、年１５回の講座を開催しました。東日本大震災により、遠足・宿泊は中止、４～７
月までの講座は午前中のみの開催となりました。②にほんご教室は、東日本大震災の影響で４月は中
止しましたが、３期５コース述べ５７回を開催しました。③青年期の社会適応力の向上事業では、ひきこ
もりの青年を対象としたフリースペースを47回（毎週火曜、夜間、４月は東日本大震災のため昼間に開
催）、本人向け５回連続のコミュニケーション講座、家族向け講座１回、関係団体の意見交換会等を実
施しました。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 1 事業 8

係名

1 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 回

② 人

③ ％

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 3.32 0.80 3.10 0.80 3.19 0.80 2.40 0.80 2.50 0.80 2.20 0.80

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

31,294

3,636

0

0

0

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

0

29,10536,24237,080

37,733

（内）非常勤
職員分

（内）常勤職員
分(超勤分含)

2,234 2,360

受益者負担比率⑬÷⑪

7,269単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

その他の
補助金等

予算執行残の理由は、①地域
課からの執行委任の残、②社
会教育事業推進委員謝礼、託
児謝礼の残等です。

19,580

531

0

0

0受益者負担分

29,478

6,773

31,294

4,309

0

0

0

37,080

0

37,733

0

0

0 0

0.0 0.00.0

0

0.0

0

5,427

0.0

0

00

30,023

0 0

0.0

0

事業費 6,021

職員数 (常勤｜非常勤)

609

7,068

509

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

区分

12指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 77.0

71.1

72.0 80.0

実績

11

5,684

23年度予算執行率％

90.0

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

社会教育セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

社会教育センター運営 531

545

0

27,652 28,455

0

589

0

506

21,360

2,360 2,464

22年度

実績実績

23年度

0

30,023

00

5,282 3,382

予算事業区分

一般区民、自主活動団体、企業

施設利用回数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○施設の予約は、窓口、携帯、インターネットによる方法で
受け付けている。
○社会教育事業推進委員会（愛称：車座委員会）を設置し、
事業を推進する方策について、区民の参画を得て協議・実
践・調査・研究等を行う。
○地域における区民の自発的な各種学習活動を支援する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○社会教育センター施設は、社会教育の実践の場として広
く区民等の利用拡大に努める。
○区民や団体が、身近な地域で、生涯を通じて社会とのつ
ながりを持ち続け、自発的な学習活動の実践につながるよう
に、社会教育事業推進会議の活動等を展開する。

80.0

62.0

80.0

60.0 100.0

算定式・指標
の説明等

80.0

5,191 8,606

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

杉並区社会教育事業推進委員会設置要綱

杉並区立社会教育センター条例

事
務
事
業
の
概
要

既定事業

特記事項

2,464

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

4712

5,309

施設利用回数÷施設利用可能回数

66.0

10

社会教育事業推進委員の人数

定例会議における社会教育事業推進委員の
出席率

出席者の延べ人数÷（社会教育事業推進委員
数×12回）

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

66.0

稼働率

100.0

算定式・指標
の説明等

91.712 12

計画
（目標値）

24年度
計画計画

66.08,606 8,6065,351

100.0

12

36,242

2,464

29,105

7,061

0

22,250

589

7,470

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

）

特
記
事
項

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

64

（2）事業実績

施設使用率　平均約６０％（平成元年度～平成２３年度）
区民意向調査における調査結果（地域の講習会や教育支援活動への参加意向）
　　　　　　　　15年度　43.2％　→　18年度　42.8％
区民アンケート（協働の地域社会づくりについての考えに対する参加意向）　22年度　8割以上

　

評価と課題

事業費（千円）規模

社会教育事業推進委員会　定例会議開催（計13回）　※車座トーク「アフター3.11～いま、KIZUKERU
絆」と「食育ミュージカル～高校生の思いが地域を動かす」、社会教育セミナー「哲学café＠すぎなみ」
の開催につながりました。

0

322

（1）主な取組み

社会教育センター運営経費（消耗品、備品）

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

通信運搬費等（電話料金他）

その他（

4,498

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

425

531

事業開始当初から
現在までの変化

今後の予測

社会教育事業推進組織委員等謝礼金

社会教育事業推進委員会については、応募資格等の見直しを行った結果、22･23年度委員からは地
域活動の実践者が委員になりました。その結果、定例会議での話し合いが活性化し、区民需要の高い
事業開催へと繋がり、新たな地域活動の立ち上げにも寄与しました。一方で、それぞれの地域活動等
が多忙なため、委員会としての取組みが充分ではなく、運営や活動に課題を残しました。今後も、区民
の地域づくりへの具体的な行動につなげる仕掛けや働きかけを検証していく必要があります。

社会教育事業推進委員からは「活動領域の違う人とつながることで視野が広がる」「地域課題を一つ取
り上げても議論が深まり、次につながる発想が得られる」といった声があります。また、車座委員会と協
働で実施した事業の参加者や、議事録（ホームページ掲載）を見た方などから、車座委員会への関心
の声が寄せられています。

景気の低迷や東日本大震災の影響などにより、「豊かさ」の価値観が経済的なものだけではなく、「つ
ながり」や「絆」といった人と人との関係性にも傾いていることから、区民の身近な地域づくりに対する参
加・参画意欲がより高まることが予測されます。

社会教育事業推進組織運営事務費

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

豊かな地域づくりのためには、区民一人ひとりがそれぞれの役割を見出し、地域や社会の課題や問題にあたることが必要で
す。地域の実情を踏まえて、区民の参画方策をより工夫していくことが求められています。
こうしたことから、社会教育事業推進委員会においても、社会教育行政に留まらず、NPOやボランティア等で活躍する個人の
ネットワークや情報を活用しながら、幅広い議論と実践ができる活動をより一層推進していきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 1 事業 9

係名

26 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 回

③ 人

④ 人

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 2.10 0.50 1.90 0.50 2.10 0.50 1.80 0.50 1.90 0.50 1.50 0.50

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

28,12527,722 24,709

1,453

0

0

0

予算執行残の理由は、大学公
開講座分担金の実績による残
等です。

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

0

22,039

（内）常勤職員
分(超勤分含)

1,397

0

受益者負担分

18,646

1,475

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

26,811

（内）非常勤
職員分

1,676単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

26,811

0その他の
補助金等

13,350

0

0

0

0

1,540

1,758

0

1,475

16,948

24,709

1,631

0

0

0

27,722

0

0

0

0 0

0.0 0.00.0

0

受益者負担比率⑬÷⑪ 0.0

7,1497,918

0.0

0

00

25,091

0 0

0.0

事業費 6,768

職員数 (常勤｜非常勤)

0

9,299

0

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

区分

64指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 3,865

92.9

2,213 2,800

実績

67

16,265

23年度予算執行率％

79.0

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

社会教育セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

社会教育団体協働事業 532

546

18,732

0

0

0

0

16,020

0

25,091

00

1,543 1,296

0

16,000 17,00016,000

22年度

実績実績

23年度

2,800

16,000 17,000

2,099 2,800

16,000

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

区内在住・在勤・在学者　各種社会教育団体

総合文化祭の延べ来場者数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○総合文化祭を杉並区文化団体連合会と共催で実施
○区内6大学と共催し公開講座を実施
○杉並ユネスコ協会と共催等により、国際理解を深め平和の
推進を図る事業を実施
○社会教育活動団体と共催で事業を実施

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

区民や関係団体と事業を共催することにより、区民の生涯学
習や文化・芸術活動の参加の機会を提供するとともに、関係
団体の活動を活性化する。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

杉並区立社会教育センター条例

社会教育法第３条、５条、

特記事項

1,540

0

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

4712

6,641

95.7

70

講座回数（大学公開講座、ユネスコ活動）

（代）受講者数

大学公開講座、ユネスコ活動

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

16,265

（代）総合文化祭の来場者数（延べ）

17,000

算定式・指標
の説明等

103.165 66

計画
（目標値）

24年度
計画計画

95.717,000 17,000

算定式・指標
の説明等

17,000

65

28,125

1,540

22,039

7,149

0

16,910

0

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

講座

団体

団体

）

特
記
事
項

規模

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

（1）総合文化祭は、9月30日から11月3日にかけ、展示部門８種目、大会部門15種目、美術作品展5種
目を開催しました。11月1日から3日は区民文化の日として、公募による一般区民の参加を受付けまし
た。なお、節電のため、夜間時間帯での開催は自粛し、その一方、東日本大震災の募金活動を総合
文化祭期間を超えて実施しました。
（2）大学公開講座は、区内6大学中、5大学が１３講座（４７講義）を開催、1404名が参加しました。講座
により20歳代から60歳未満の就労年齢の区民の参加が得られました。

8

1 778

（1）主な取組み

大学公開講座共催分担金

事業開始当初から
現在までの変化

350

（2）事業実績

1,505

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

4,000

532

13

今後の予測

杉並区総合文化祭は、当初4団体から発足、平成21年度以降現在までは31団体
区内大学公開講座実施対象校数　　昭和60年　4大学　→平成5年度　5大学　→　平成13年度　6大
学（区内の全大学で実施しています。）

1

杉並区総合文化祭分担金

○文化団体連合会の事業は、教育と文化の両分野に及びます。区長部局の文化行政との連携のみな
らず、教育分野内部での連携も重要であり、「区民による区民のための総合文化祭」という視点で、区
全体の情報の共有化と連携の推進を図っていく必要があります。
○大学公開講座は、地域課題などを取り上げた講座の開設を検討してもらうために、さらなるに関連部
署との連携の推進が必要と考えます。

（１）総合文化祭の区民文化の日のステージ出演者から、プログラムの順番が良い条件で聴衆に聞い
てもらえたとの意見がありました。「発表の場」が得られて良かったとの意見も多数ありました。（２）大学
公開講座については、各大学とも特色のある講座を実施し、リピーターも多く好評でした。学校事務局
からは、感性の豊な18歳未満の区民を対象とした美術講座の開催が重要との意見がありました。（３）ユ
ネスコ事業のギャラリーツアー（美術館、文化遺産見学）では、応募者が多く好評でした。

社会教育団体等との協働事業は、多様な教育文化芸術に触れる機会を区民に提供できることから、関
係部署との連携と情報の共有化を進めることで新しい区民層の掘り起こしが期待できます。また、知識
の提供者としてのみならず、地域活性化の担い手として機能が期待されます。

文化団体連合会補助金

ユネスコ活動分担金等

その他（ 職員旅費

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

（1）杉並区総合文化祭は、区民の要望に応えていくために、今後とも関係部署との情報の共有化と連携の推進を図りながら
文化団体の育成や文化祭のあり方を検討しながら進めていきます。
（2）大学公開講座については、大学連携担当部署等との情報の共有化と連携を推進しながら進めていきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 1 事業 10

係名

1 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 人

② 団体

③ ％

④ ％

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 2.35 1.60 1.96 1.60 2.34 1.60 2.20 1.60 2.40 1.60 3.10 2.10

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

4,720

6,2594,800

4,928

40,066

6,008

0

21,360

318

0

70.0

69.1

70.0

30

計画
（目標値）

24年度
計画

1,200

30

特記事項

6,468

0

100.0

4,442

予算執行残の理由は、大人塾
及び区民企画講座の講師謝
礼、託児謝礼の残及び家庭教
育分担金申請実績による残等
です。
「家庭教育」は組織改正によ
り、平成２４年度から学校支援
課へ事業移管しました。

27,590

357

4,928

71.0

70.0

家庭学級開催団体数

家庭学級開催率

家庭学級開催団体数÷家庭学級開催計画数

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

21

算定式・指標
の説明等

実績

算定式・指標
の説明等

23年度

成果指標名（1)

4712

大人塾の年間講座出席率

547

予算事業区分（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

杉並区立社会教育センター条例

社会教育法　第３条・第５条

事
務
事
業
の
概
要

既定事業

1,004 1,200 829

69.075.0

44 30

83.0

1,200 1,007

計画

100.0

84.0

100.0

70.0

68.0

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○地域とのかかわりが薄い若者や、勤労男性等を対象に地
域の課題を自ら考える機会となる講座運営を行う。
○地域社会の担い手を育む学習の場として、現代的課題の
解決や、コーディネート力を培う高度な講座を開催する。
○家庭と地域の人と資源の豊かな関係づくりを目指すため、
地域団体が企画運営する家庭学級を共催、援助する。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

　多世代の地域参加を促進するとともに、自らの学びの成果
を発信し次代に伝えていく力を育みます。

大人塾年間出席者実数÷年間大人塾参加者
延べ数

0

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

22年度

実績実績
単位

21年度

一般区民
家庭学級企画運営団体

すぎなみ大人塾（昼・夜コース、公開講座）延べ参加者数

353

19,580

375

0

30,730

00

37,069 33,388

28,919

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

社会教育セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

成人学習支援 533

連絡先
電話番号

職員数 (常勤｜非常勤)

23年度予算執行率％

70.0

92.0

区分

31指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

340

0（内）投資的経費等

（内）委託費

0

活動指標（1）

成果指標（2） 70.5

事業費 5,726

00

30,730

0 0

6,716

17,483 20,873

0

358

0.00.0

0

0.0

0

0.0

30,767

0 0

0.0

31,061 30,39328,919

0.0

0 0

0

0

0

0

0

0

0

20,866

0

30,182

30,767

24,099

0

0

30,393

0

人
件
費

（内）常勤職員
分(超勤分含)

4,469 4,720

31,061

30,937単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

（内）非常勤
職員分

0

財
源

総事業費⑤+⑨+⑩

40,066

25,639

その他の
補助金等

0

0

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

受益者負担比率⑬÷⑪

0受益者負担分

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

コース

団体

コース

講座

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

区民企画講座は、これまでの成果と課題を活かし、地域社会の担い手として重要な青年層及びアクティブシニアの参画を得
ながら、事業運営を検討していきます。
大人塾は、事業開始後7年を経過したことから、引き続き改善を図っていきます。ただし、こうした取り組みは、具体的成果が目
に見える形では直ぐには現れず、客観的評価を得られるまで時間がかかることから、地域単位での取り組みによりそうした成
果の確認に寄与するものです。
○コース設定について　　　引き続きコース数の検討や短期の地域分散型講座の実施を検討します。それにより、区内各地域
での受講生の裾野の拡大を図るとともに、地域課題発見型の講座色を鮮明にします。
○認知度の向上について　　　大人塾まつり（成果発表事業）での集客を強化すると共に、他のイベントへの参加などで大人
塾の卒業生の活動を広く区民に周知していきます。また、地域コムの効率的利用やメーリングリストを積極的に活用し、活動の
ネットワークの拡充を図っていきます。さらに、冊子発行なども合わせて、総合的・計画的に進めていくことで、大人塾の認知
度を高めていきます。
○修了生の活用について　　　大人塾を修了した500名以上の受講生を、自治会組織や地域運営協議会、商店街、学校など
で、コーディネーターやファシリテーター的役割を持つ人材として、地域活用を図っていく方策を考えます。
　「家庭教育」は、平成24年度から学校支援課に事業移管をし、家庭・地域・学校の連携をより重視した家庭教育支援の取り
組みを行っていきます。

2,6962

家庭教育

大人塾は、一年間を通じた高度な学習形態と言えますが、出席率は高く、修了生の社会教育委員へ
の就任などから問題意識の高まりが証左されています。大人塾まつりは、修了生のつながりと活動の発
表の場として有効な手段ですが、一般の祭りとの差別化を図るための工夫が必要です。

参加者からは、「同世代でもそれぞれ意見や思いが異なり、それをまとめていく過程において学ぶとこ
ろが多かった」「個人ではなく仲間と一緒にやり遂げられたからこそ見えてきたものがあった」など、地域
における他者との相互学習による学習方法が高く評価されています。

21

東日本大震災以降、地域におけるつながりの必要性がより広く認識され、地域で行われる事業への関
心はこれまで以上に高くなってきています。この傾向は、現在国が策定を進めている第２期教育振興
基本計画にも色濃く反映されており、さらに高くなっていくことが想定されます。

区民企画講座 1

整理番号

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

今後の予測

1,282

533

規模

社会教育セミナー

その他（

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

すぎなみ大人塾　年間延出席者　829名　　　大人塾まつり　参加者約2,000名
　活動記録集の発行　350部
区民企画講座　　企画運営委員9名　　講座数5　　参加者32名
社会教育セミナー　　受講生20名（応募者37名）

0

1 389

（1）主な取組み
75

（2）事業実績

区民意向調査における調査結果（地域の講習会や教育支援活動への参加意向）
　　　　　　　　　　15年度　43.2％　→　18年度　42.8％
区民アンケート（協働の地域社会づくりについての考えに対する参加意向）　23年度　8割以上

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

事業開始当初から
現在までの変化

すぎなみ大人塾

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 1 事業 11

係名

元 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 回

② 点

③ 人

④ 点

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 3.97 12.00 3.50 11.00 3.91 11.00 3.00 13.00 3.36 13.00 4.00 14.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

算定式・指標
の説明等

50,000

138,040

77,989

40,040

96,884

18,164

400

29,904

4,114

算定式・指標
の説明等

99.7137,400 137,040

計画
（目標値）

24年度
計画計画

111.145 45

81.2

138,683

収蔵資料総数

アンケート結果

満足を３、普通を２、不満を１とした平均点

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

44,636

事業参加者数

55,000

博物館法

特記事項

43,120

185

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3317-0841

10,936

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○歴史的・文化的資料の収集保存・調査研究活動を行い、
展示等各種事業を通じて、利用者に杉並の歴史文化を知っ
てもらうとともに、区民の杉並への理解と関心を深め愛着心
を高める。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局郷土博物館

活動指標名（式）

対象

杉並区立郷土博物館条例

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

博物館利用者

企画展・講座・教室等事業実施回数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○資料の収集・保管、調査・研究、寄贈・寄託
○展示、子供博物館教室、講演会等各種行事の周知・実施
○学校教育等への支援・連携
○研究紀要・年報等の発行

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

2.80

51,276 55,000

2.65 2.80

52,599

48 4547

22年度

実績実績

23年度

0

80,880

1,4711,515

1,613,900 2,144,089

0

34,877

0

3,611

400

3,428

26,700

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

郷土博物館
昨年度

整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

郷土博物館の運営管理 534

548

72.2

2.68 2.80

実績

137,683

50

23年度予算執行率％

95.7

区分

136,377指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 2.56

事業費 14,158

職員数 (常勤｜非常勤)

4,695

17,137

2,768

370（内）投資的経費等

（内）委託費

400

15,14610,662

1.5

1,471

00

79,365

0 0

1.91.8

2,115 1,424

1.5 1.82.6

1,249

受益者負担比率⑬÷⑪

1,786,822

1,447

0

0

80,807

0

0

0

2,776

0

0

2,115

40,040

1,659,340

1,447

32,450

31,220

81,886

1,719,875単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

80,809

0その他の
補助金等

（内）常勤職員
分(超勤分含)

33,516

0

受益者負担分

35,250

32,450

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

82,924

（内）非常勤
職員分

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

1,515
差引：一般
財源⑪-⑰

0

95,41376,56579,558 80,439

1,810,800

1,424

0

1,249

事業経費見直しと展示経費不
用額による残です。

35,600

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

回

回

）

特
記
事
項

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

「協働と生涯学習支援に向けた杉並区立郷土博物館運営方針」に掲げられている今後の取り組み事項のうち、「常設展の更
新」など中長期的な取り組みが必要な課題について、計画的な実施に向けた検討を行う必要があります。また、サービスの質
を確保しつつ、地域やＮＰＯに委ねられる事業については、協働を積極的に推進していきます。

博物館事業の運営管理経費

博物館の活性化に向けて、「協働と生涯学習支援に向けた杉並区立郷土博物館運営方針」に掲げら
れている今後の取り組み事項について、実現可能なものから随時実施し、より充実した博物館活動を
行うことができました。今後は、平成２５年度以降に取り組む展示更新等の事項について、実施に向け
具体的な検討を行っていくことが必要です。

展示・講座等開催した各種事業は、来館者から概ね高い評価を受けており、特に目立った要望・苦情
等はありません。

平成２２年１２月に策定した「協働と生涯学習支援に向けた杉並区立郷土博物館運営方針」の実現に
向けて、より一層の区民参加・協働による活性化が求められます。

郷土博物館運営協議会の開催

その他（

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

3,135

534

50

今後の予測

平成１９年４月郷土博物館分館開館
入館者数：平成元年度17,326人、平成２年度24,622人、平成１０年度18,884人、平成１５年度14,027
人、
平成２０年度13,324人（本館）・12,740人（分館）、平成２１年度13,155人（本館）・14,586人（分館）、
平成２２年度13,762人（本館）・11,460人（分館）、平成２３年度14,380人（本館）・9,049人（分館）

3

7,392

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

・特別展・企画展・講座・教室等の開催により、２３，４２９人の来館者がありました。
・刊行物として「炉辺閑話」（２回）、「年報・紀要」、展示図録（３回）を発行しました。
・博物館運営協議会を３回開催しました。

0

（1）主な取組み

特別展・企画展・講座・教室等の開催

事業開始当初から
現在までの変化

409

（2）事業実績

評価と課題

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容 規模

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更
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係名

25 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 冊

② 冊

③ 冊

④ 冊

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 80.72 60.36 57.00 31.64 58.55 31.64 57.00 33.05 60.24 32.95 60.00 38.77

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

1,767,901

1,626,380

（内）常勤職員
分(超勤分含)

168,585

0

716,713
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費 93,338

721単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

0

1,613,085

721708

1,633,843

受益者負担分

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

0

0

1,626,380

0

1,613,085

受益者負担比率⑬÷⑪ 0.0

0

0その他の
補助金等

1,621,883

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

財
源

0.0 0.0

平成24年4月1日現在
　人口539,482人

節電対策のため、4月1か月間
は全館午後5時閉館、7月から9
月は地域館において週1回臨
時休館を実施した。

534,000

694,458

0

0

0

0

1,628,930

718

0

0

0

1,621,883

0

0

00

0

0

0.0 0.0

1,628,930 1,633,843

0

0.0

0

00

事業費 741,082

職員数 (常勤｜非常勤)

704,369

1,020,105

440,093

0（内）投資的経費等

（内）委託費

4,887,587指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

2,255,450

97.7

8.9 9.19.5

23年度予算執行率％

93.3

1,114,4891,019,836997,481

24年度
計画

97.5

102.6

4,900,000

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

区分

中央図書館担当部課名

図書館運営 535

549

計画

事
務
事
業
の
概
要

図書館利用者及び団体（学校、保育園、ゆうゆう館など）

蔵書数

成果指標名（2)

765

0

0

508,440 522,266

717

707,403697,879

0

00

708

1,767,901

4.2 4.2

9.0 9.5

4.2

9.1

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

蔵書数÷杉並区の人口（外国人登録を含む）

区民1人あたりの年間貸出冊数

個人貸出冊数÷杉並区の人口（外国人登録を
含む）

民との協働の推進、地域の課題解決と区民の自立を支援す
るサービスの充実、レファレンスサービスの充実と利用促進、
情報化の推進、子供読書活動の推進などにより、誰もが本と
親しめる環境を整備し、区民の生涯学習と自立を支援する。

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

22年度

実績実績

23年度

計画
（目標値）

○区民との協働による図書館運営の推進、効果的な図書館
サービスの提供
○地域の課題解決と区民の自立を支援するサービス
○図書館システムの運用、インターネットパソコンによる情報
発信及び情報提供
○図書資料の選定、収集、保存及び廃棄
○図書館資料の利用案内、利用相談（レファレンスサービ
ス）
○子供や幅広い世代への読書機会の提供と読書環境の充
実 算定式・指標

の説明等

算定式・指標
の説明等

（平成23年度担当部課名） 中央図書館

活動指標名（式）

対象

子どもの読書活動の推進に関する法律

図書館法根拠
法令
等

事業開始

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

4715

個人貸出冊数

既定事業予算事業区分

区民1人あたりの蔵書数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

4.3

特記事項

119,412

996,221

実績

4,778,952

2,308,919 102.22,260,000

4.3

4,900,0004,380,000

4.2

4,872,477

2,310,0002,260,0002,276,114

536,136

822,756

93,338

507,300

101,486101,794

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和



単位

館

館

館

施設

）

特
記
事
項

内　　　容

ボランティアによる見守りの協力を得、多目的室等を学校の長期休業期間中の調べ学習室として提供
しました。「杉並区図書館を使った調べる学習コンクール」では、区内の子ども達から754点の応募があ
り、全国大会に出展した25点の作品全てが入選しました。全館で、お話会や絵本作家による参加型
ワークショップ等を積極的に企画・実施したほか、中央図書館では「あかちゃんタイム」を試行し、乳幼
児とその保護者へのサービスを拡充しました。

66,790

16 126,098

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

事業費（千円）

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

地域の課題解決や区民の自立支援といった「生涯現役の地域社会を支える図書館」への期待が一層
高まっています。また、区民のIT機器利用が高まり、デジタル情報の提供サービスを充実させるよう要
望が増えていくと考えられます。こうした中で、区立図書館に求められる役割も「情報の蓄積と提供」へ
と変化していくと考えられます。
平成24年度中に区立小・中学校全校に学校司書が配置されることに伴い、学校と図書館との連携によ
る読書活動の推進が期待されます。

管理運営（指定管理者）

205,991

（2）事業実績

昭和25年の区立図書館設置から、現在は13館が整備され、他にもサービスコーナーやふれあい図書
室など計17施設で図書館サービスを提供しています。また、平成17年度から民との協働を進め、直
営、委託、指定管理、ボランティアによる運営など様々な形態となっているため、今後の運営方式につ
いて改めて考える時期を迎えています。サービス面では、平成18年度の新図書館システム稼動、19年
度の利用者用インターネットパソコン設置など情報化の推進、地域の課題解決、区民の自立を支援す
るサービスの提供などを進めました。

13

図書館システム管理（図書サービスコーナー等含む）

情報環境の提供、ブックスタート、子供読書活動推進ほか

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

6
2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

180,751

535

図書館資料購入・装備

416,591

図書館サービス業務委託

民間活力の導入により、効率的な運営が進み、サービスの充実が図られました。職員のレファレンス
ワーク（資料に関する調査・相談を行うこと。）向上の課題に対しては、杉並資料データベースの作成に
着手しました。また、地域大学講座や障害者朗読ボランティア講座を実施し、新たなボランティアの育
成・獲得に取り組みました。今後は、研修等、新たなボランティアへの継続的な支援のほか、情報化の
進展に対応する取組指針を策定します。

より充実した電子情報・電子書籍等の提供など情報化の進展による新たなサービス導入の要望や、駅
前図書コーナーの充実など図書資料の貸出・返却の拠点となるような窓口に関する意見のほか、地域
の課題解決・区民の自立支援に役立つ図書館としての資料の充実などについて要望が寄せられてい
ます。

4

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

区立図書館14館構想に基づき、高円寺地域に新たな図書館を設置します。
新たな基本構想・総合計画や教育ビジョンを策定していく中で、改めて大きな視点から図書館の価値を捉え直し、今後の区
立図書館の目指すべきサービスの方向性を考えていく必要があると考え、「(仮称)図書館サービス基本方針」を策定することと
しました。この検討結果を踏まえて、「区民に役立つ図書館」にふさわしい運営形態を定めていきます。
隔年でボランティア講座を企画し、絶え間のないボランティアの育成に努めるほか、講座修了生に対する研修を実施するな
ど、継続的な支援に努めます。
また、平成24年度中に策定を予定している図書館における情報化取組指針に基づき、ＩＣタグの導入による利用者サービスの
拡大、電子書籍等の導入、地域資料のデジタルアーカイブ化などの課題に対応していきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 2 事業 1

係名

1 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 回

②

③ ％

④

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 0.90 0.00 0.80 0.00 0.90 0.00 0.80 0.00 0.90 0.00 0.80 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

27,776
差引：一般
財源⑪-⑰

38,95240,28347,825

27,797

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

受益者負担分

7,991
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

72,437

受益者負担比率⑬÷⑪

13,954単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

43,041

0その他の
補助金等

7,120

43,321

0

0

8,211

0

28,700

0

29,396

0

12,892

70,664

8,787

28,207

0

0

75,622

0

0

0

28,207

36.8 39.940.6

27,797

42,457

29,396 28,700

41.6

0 0

40.3 42.6

28,953

00

41,189

事業費 64,446

職員数 (常勤｜非常勤)

49,941

68,486

49,508

0（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2）

95.9

実績

5684

23年度予算執行率％

8606

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

社会教育セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

社会教育センター維持管理 536

550

0

0

5191 86065351

22年度

7,136 8,028

0

44,455

0

44,804

7,120

0

68,965

28,95327,776

12,133 7,890

0

実績実績

23年度

100.060.0 100.0 62.0

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

社会教育センター

施設利用回数

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○利用者に対し、社会教育の学習の場を提供すると同時
に、一般区民の利用施設として快適で安全な環境を図るた
め、修繕を含めた施設の適正な維持及び管理を行う。

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

区民の学習の場として、安全で快適に活動できる施設として
良好な環境を維持し利用者に提供する。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局社会教育スポーツ課

活動指標名（式）

対象

算定式・指標
の説明等

杉並区立社会教育センター条例

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

4712

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

66.0

稼働率

特記事項

0

0

60,955

施設利用回数÷施設利用可能回数×１００
算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

8,010

100.0

社会教育法第３条、第５条

66.0

24年度
計画計画

66.08606

68,983

0

67,905

60,785

0

43,336

0

63,54460,955

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

）

特
記
事
項

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

年間契約による定期保守点検や保守点検で指摘を受けていた非常灯用電源バッテリーの一斉交換、
常態化しているホール客席の椅子の座面張替えなど、既存設備の不具合の補修を行い安全に区民が
利用できるように保守を実施しています。なお、営繕課が、東日本大震災の影響による１階中庭側のガ
ラスサッシの一部（残りは24年度実施予定）等の保守工事も実施しています。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

施設保守管理委託料

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

6,280

（2）事業実績

開設後２４年目、建物、付帯設備、備品類等の経年変化に対して、修理・修繕、買い替え等で対処療
法的な対応が続いています。特に、電気設備や昇降機設備等においては、保守点検業者から、機器
等が古くてメンテナンスとして扱うことが困難の申し出もあります。老朽化で修理等対応が必要であるに
も関わらず、予算措置が整わず対応できていない案件が増えています。

　

43,322

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

11,353

536

今後の予測

光熱水費

竣工以来、20年以上を経て、建物に比べ、耐用年数が短い設備や備品の老朽化が目立ち、不具合が
生じています。特に、ホールの照明設備では、保守点検において照明に関する電気設備は現行基準
では使用ができない機具や調光機器の老朽化も指摘されています。昇降機にも関しても制御盤等の
老朽化が指摘されています。施設全体についての早急な対応が求められています。さらに、節電やエ
コ・二酸化炭素排出抑制などに効果のある設備への転換も検討する必要があります。

ＡＶ機器等旧式の機種も多く、多様な利用形態に対応できない状況があり、DVD・Bｌu-RayDiskなどの
デジタル機種導入の要望があります。その一方、高年齢層の利用者からは従来のカセットデッキなどの
利用希望も根強く、修繕等を行うことが困難な場合も出てきています。

東日本大震災以後、建物に目視できないところの劣化があると考えられるので、緊急の修繕
などが生じる可能性があります。また照明設備に関しては、長期的には省エネ設備（ＬＥＤ等）
への転換が必要になると予測されます。

施設維持経費（修繕費、消耗品、使用料）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

今後の方向性
（見直しの視点）

Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

竣工が2３年以上経過したため、記述のとおり設備・機器も耐用年数を超え老朽化が目立っています。大規模改修への計画
化を検討しましたが見送りとなりました。しかしながら、区民に貸し出す施設として、安全性を確保するためには大規模な改修
は不可欠のため、今後も計画への計上に努めるとともに、必要な修繕等を複数年度に分割して実施していく工夫などを検討
していく必要があります。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 2 事業 2

係名

元 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 日

②

③ 人

④ 点

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 1.70 0.00 1.50 0.00 1.68 0.00 1.00 0.00 1.01 0.00 1.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

29
差引：一般
財源⑪-⑰

43,83646,84549,613

（内）常勤職員
分(超勤分含)

0

0

受益者負担分

15,094
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

46,123

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

財
源

46,093

0その他の
補助金等

8,900

21,342

0

0

142,647

0

32

0

43,808

162,990

31

0

0

49,646

受益者負担比率⑬÷⑪

151,034単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

0

0

0

3130

0

156,301

33

0

46,877

0.1 0.10.1

33

43,777

30 32

0.1 0.1

31

00

40,490

0 0

0.1

事業費 31,029

職員数 (常勤｜非常勤)

22,721

36,266

22,178

1,568（内）投資的経費等

（内）委託費

区分

指
標 成果指標（1）

活動指標（2）

単位
21年度

活動指標（1）

成果指標（2） 2.63 2.59 2.80

実績

282

23年度予算執行率％

92.5

294

24年度
計画

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

郷土博物館
昨年度

整理番号

事務事業名

教育委員会事務局生涯学習推進課担当部課名

郷土博物館の維持管理 537

551

13,380 14,986

1,237

22,399

1,727

22,553

8,900

実績

23年度

0

40,519

3129

139,348 144,105

0

1,727

2.80

27,741 30,000

2.58 2.80

25,222

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○本館、分館、西田小学校郷土資料展示室、松ノ木遺跡、
館外収蔵庫5箇所の維持管理

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

30,000

295 295292

活動指標名（式）

対象

杉並区立郷土博物館条例

事
務
事
業
の
概
要

既定事業予算事業区分

博物館利用者

開館日数

連絡先
電話番号

成果指標名（1)

3317-0841

事業開始

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○歴史的・文化的資料を適切な状態で保存・展示し、利用
者が安全かつ快適に利用できる環境を維持する。

（平成23年度担当部課名） 教育委員会事務局郷土博物館

特記事項

0

1,223

31,530

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

算定式・指標
の説明等

成果指標名（2)

90.3

博物館法

78.1

アンケート結果

満足を3、普通を2、不満を1とした平均点

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

23,429

入館者数

計画

95.6294

30,000

22年度

実績

0

43,867

34,967

1,500

8,989

23,333

0

34,90831,891

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

平成



単位

館

館

館

）

特
記
事
項

事業費（千円）

2
3
年
度
の
事
業
実
施
状
況

内　　　容

・本館及び分館等を適正に維持管理するため、建物の保守管理及び不良箇所の修繕並びに営繕課
による空調機器の入替工事等を行いました。
・東日本大震災発生に伴う電力不足に対応するため、７月～９月に１３日間の臨時休館を実施しまし
た。

0

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

施設保守管理委託

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

事業開始当初から
現在までの変化

3,167

（2）事業実績

・収集・保管資料数の増加：平成元年度末108,045点、平成２1年度末136,377点、
　　　　　　　　　　　　　　　　 平成２2年度末137,040点、平成２３年度末137,683点。
・本館収蔵庫での保管が困難となり、学校（５校）の教室を保管場所としています。

2

21,892

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

6,471

537

2

今後の予測

光熱水費

職員による施設の定期点検等により、故障箇所の早期発見・早期対策による修繕を計画的に行い、開
館以来更新のされていなかった空調機器については営繕課による入替工事を実施しました。また、収
蔵資料については、資料の収集・廃棄を適正に進めるための基準を作成し、資料の点検、保存状況の
確認を行い、収蔵スペースを有効に活用するなど、自助努力や工夫による維持管理に努めました。

・アンケート等でも、交通の利便性についての指摘が多くあります。
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・開設から２３年以上が経過し、施設の老朽化による修繕費等の増加が見込まれます。
・博物館活動の成果である収蔵資料数の増加により、今後さらにその保管場所の確保が必要となりま
す。
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Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

開館以来２３年が経過し、施設の老朽化が顕著となり、今後は、中長期的な観点からの修繕計画を作成する必要があります。
また、博物館活動を行っていくうえで、資料の収集・保存は欠くことのできない重要な要素であり、保存に十分適しているとは
いえない学校収蔵庫に替えて、長期的な保存が可能な収蔵庫の整備が必要です。そのため、既存施設の改築や廃止に併
せて、収蔵庫の整備に向けた協議を関係機関と行っていきます。

拡　充 現状維持 縮　小 廃　止

事業内容の変更 実施方法の変更



款 7 項 5 目 2 事業 3

係名

27 年度

(1)

(2)

(1)

(2)

① 日

② 人

③ 円

④ 円

⑤ 千円

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 人 3.73 0.50 4.00 1.00 4.22 1.00 5.00 0.00 5.19 0.00 5.00 0.00

⑨ 千円

⑩ 千円

⑪ 千円

⑫ 円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮ 千円

⑯ 千円

⑰ 千円

⑱ 千円

％

0

2,906,337

4,221

123,913

4,203

0

84,779

3,027,000

33,243

2,973,672

35,680

80,59779,238

44,500

4847

139,719133,134

2,979,000

29,356

0

48

30,861

37,642

5,045

46,191

維持管理経費÷利用者数（入館者数）

計画（目標値）に
対する23年度の

達成率　％

1日あたりの維持管理経費

4,326

23年度予算執行率％

91.5

24年度
計画

142,352

成果指標名（1)

4715

100.4

320,906

3,000,000

維持管理経費÷開館日数

23年度

実績

（平成23年度担当部課名） 中央図書館

活動指標名（式）

対象

地方自治法第2条第2項

図書館法

既定事業予算事業区分

図書館利用者及び団体(学校、保育園、ゆうゆう館など）

開館日数（全館累計）

成果指標名（2)

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○ 施設の適正な維持管理を行い、図書館利用者等の安全
性及び利便性の向上を図る。

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

根拠
法令
等

算定式・指標
の説明等

利用者数（全館累計）

利用者1人あたりの維持管理経費

区分

事業開始

70

43,868 51,000

4,298

成果指標（1）

活動指標（2）

活動指標（1）

2,938,287

22年度

実績実績

21年度

4,331

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

○ 図書館利用者等に、安全で快適な施設利用環境を提供
する。

計画
単位

0

170,104

00

40,116 43,193

186,852

0

平成24年度　杉並区事務事業評価表
整理番号

管理係
昨年度

整理番号

事務事業名

中央図書館担当部課名

図書館施設維持管理

連絡先
電話番号

96.9

88.3

173,726

0

4,314

特記事項775

88.7

43

2,950

0

成果指標（2） 65

事業費 189,993

538

552

算定式・指標
の説明等

計画
（目標値）

指
標

00

170,104

職員数 (常勤｜非常勤)

85,429

143,283

116,125

1,814（内）投資的経費等

（内）委託費

0 0

0.00.00.0

0

181,913

0

0

0.0 0.00.0

0

184,219

0

0

224,509

0 0

0

184,219

42,325

0

0

0

181,913

財
源

0

0

節電対策のため、4月１箇月間
は全館午後5時閉館、7月から9
月は地域館において週1回臨
時休館を実施した。

44,500

74,098

0

0

43,830

0

0

0

受益者負担比率⑬÷⑪

51,419単位あたりコスト
(⑪-⑥)÷①

国からの
補助金等

都からの
補助金等

0

その他の
補助金等

0

39,101

（内）常勤職員
分(超勤分含)

1,397

0

受益者負担分

33,119
（内）非常勤
職員分

総事業費⑤+⑨+⑩

人
件
費

224,509

2,950

特定財源計
⑬+⑭+⑮+⑯

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

0
差引：一般
財源⑪-⑰

186,852173,726

主要事業

個人 世帯 団体 その他 内部管理

昭和
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Ⅰ　事業の方向性

Ⅱ　事業の改善

　14館構想の最後の1館である、高円寺・和田地区の図書館建設の早期実現を目指すと共に、既存の13館のうち築年数が40
年以上となる永福、柿木、宮前図書館については改築を計画し、中央図書館についても設備等の老朽化が進んでいるため、
3年を目処に大規模改修を行い、より利便性のある図書館となるよう環境整備に努めていきます。
　また、地震等の災害に備えて、引き続き消防設備、防災設備の管理に万全を期していくとともに、段差の解消等、施設内の
バリアフリー化を図ります。更に、環境に配慮した施設管理の実施のため、省エネ型の照明器具の使用や空調設定温度の夏
場28度、冬場19度の遵守の徹底など、光熱水費の削減を目指し、環境にやさしい図書館運営に努めます。

光熱水費

平成22年度杉並区図書館経営評価報告書では、施設維持管理に関して、安全管理、衛生管理及び
環境基準の遵守の項目について、全館がＡの評価結果を得ました。また、平成23年度に実施した利用
者満足度調査結果においても「清潔で、利用しやすいか」の質問に対して、良い、やや良いを合わせ
て94.5％と高い評価を得ています。今後は、あらゆる世代の利用に対応できるよう、トイレの洋式化を進
めるほか、限られたスペースの有効活用を図り、授乳室等の確保にも取り組む必要があります。

　施設の老朽化による施設の使い勝手の悪さに関する要望や、閲覧席・学習室等の設置希望、バリア
フリーの観点からの昇降機や段差の解消、空調機やOA機器等の機械設備・建物設備に関する改善
要望が出されています。
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既存の13館の中で、比較的早期に建設された、永福、柿木の2館（昭和40年築）、宮前図書館（昭和47
年築）では、建物の老朽化が進んでいます。また、中央図書館においても、建設から30年が経過し、設
備面で毎年修理費等の経費がかさむようになってきましたので、今後、老朽化した図書館の大規模改
修・改築が必要となる場合が想定されます。

施設維持管理費

事業に対する住民の
意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

事
業
環
境
の
変
化

整理番号

38,682

538

7

今後の予測

72,825

事業開始当初から
現在までの変化

9,931

（2）事業実績

昭和25年に杉並区立杉並図書館として発足以後、昭和40年に現在の永福図書館、柿木図書館が建
設され、昭和57年開館の中央図書館を経て、最も新しい平成19年建設の今川図書館まで区内には13
の施設があります。これまでの計画に基く14館構想最後の館は、高円寺、和田地区に建設を予定して
います。なお、平成17年度からは、委託化や指定管理者制度の導入を進めましたが、指定管理者によ
る運営に移行した地域図書館の施設維持管理業務は、指定管理者自らが実施します。
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事務用機器類

平成24年度　杉並区事務事業評価表　　　　　　　

設備保守管理委託

　中央図書館及び地域図書館における光熱水費の支払い業務のほか、清掃業務委託や警備委託な
どの施設管理業務、事務機器等の賃借、施設の修繕などを実施しています。23年度は、全図書館に
おいて計画的な節電を実施し、電気使用量の節減に大きな成果を上げました。なお、22年度から新た
に4館が指定管理に移行されたため、年間維持管理経費が少なくなっています。

0

7 2,475

（1）主な取組み

その他（

規模

評価と課題

事業費（千円）

2
3
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度
の
事
業
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施
状
況

内　　　容
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